
令和元年度 地域学校協働研修会南会津地区研修会実施報告書

（南会津）教育事務所

１ 実施期日 令和元年８月１９日（月） 時間：９時５０分～１５時３０分

２ 会 場 南会津町御蔵入交流館

３ 出席者数 総出席者数 計 ４４名（男性２９名 女性１５名）

（内訳） 地域連携担当教職員等（小学校１３名、中学校６名、高等学校２名）

放課後子ども教室指導者等（たじま１名、あらかい２名、ひさわ１名、あさひだ２名、

えがわ１名、ならはら３名、ひのきスポーツクラブ３名）

教育委員会担当者（南会津町３名、下郷町１名、只見町１名、西会津町１名）

本庁担当社会教育主事１名、南会津教育事務所次長(総務)兼総務社会教育課長、主任社会教

育主事、指導主事兼社会教育主事）

４ 会議概要

(1) 実践発表

(2) 情報交換

(3) 講演

(4) 実技演習

５ 会議内容

(1) 開会式

○開会のことば

○主催者あいさつ（代読）次長(総務)兼総務社会教育課長 高橋 正敏

○日程説明・諸連絡 指導主事兼社会教育主事 猪股 克亘

(2) 実践発表「西会津町地域学校協働本部の取組について」

西会津町教育委員会学校教育課 主査 小塚美由紀 氏

西会津町立西会津小学校 地域連携担当教職員 山口 弘 氏

(3) 情報交換

テーマ１「地域連携の今後に向けての取組」

テーマ２「子ども教室での取組内容と指導上の課題」

(4) 講演「好循環を生むこどもとの関わり方」

会津大学短期大学部幼児教育学科准教授 木村 淳也 氏

(5) 実技演習「子ども達が喜ぶレクリエーション」

特定非営利活動法人ひのきスポーツクラブ

マネージャー 向後 隼平 氏

(6) 閉会式

○ 諸連絡

○ 総括 福島県教育庁社会教育課 社会教育主事 戸井田 修

○ 閉会のことば



６ 成果・課題

(1) 成果

○ 域内の小中学校、高等学校の地域連携担当教職員と各町村の教育委員会担当者そして放課後

子ども教室指導者が研修会に参加し、実践発表や講演を聴き、情報交換を行うことにより、地

域と学校との連携協力の必要性や連携協働の方法等について理解を

深めることができた。

○ 実践発表では、地域学校協働活動を実施している西会津町から行

政担当者と地域連携担当教職員に来ていただき、西会津町の５つの

事業（①学校支援事業②放課後子ども教室事業③学習支援活動事業

④家庭教育支援事業⑤地域交流活動事業）について説明や成果など

について話していただくことができた。また、地域連携担当教職員

としての役割や注意するポイントを教えていただくこともできた。

さらに、校外学習実施案と他の申請書にリンクしている用紙等も紹

介していただき、とても参考になった。

○ 実践発表をした２人には、情報交換にも参加していただき、地域

連携担当教職員からの質問にも丁寧に答えていただいたので、参加

者の疑問を解消することができた。

○ 地域連携担当教職員の情報交換の中で、「南会津地域は多くの地

域連携を行っていると思う。」「地域とのつがながりは多く持ってい

るが、マンネリにならないように再度ねらいを確認して進めていく

ことが大切である。」「学校側に来ていただく活動は多いが、地域の

ためにという活動が少ないと感じた。」「地域との連携は大切である

が、行事を一つ増やすことは少なからず誰かに負担がかかる。西会

津町のように効率的、能率的に行えるよう考える必要がある。」等

の意見が出された。

○ 放課後子ども教室指導者の情報交換の中で、「子ども達は学校の中での様子と放課後子ども教

室での様子は違うので先生方にも放課後子ども教室の様子を見に来てほしい。」という意見が出

され、先生方からも「放課後子ども教室の時々様子を今まで以上に見る必要があると思った。」

という話が出され、学校と放課後子ども教室の連携の意識が高まったと思われる。

○ 講演では、会津大学短期大学部准教授の木村淳也先生から子どもの気持ちのとらえ方や好循

環を生む子ども達への接し方についてお話しをしていただいた。参加者が日頃の子ども達への

接し方について振り返る機会となり、これからの活動にいかせる内容であった。

○ 実技演習では、簡単な工夫でできるレクリェーションを紹介していただき、参加者が実際に

体験した。参加者が笑顔で楽しみながら活動し、放課後子ども教室や学校で実践する活動の幅

を広げることができた。

(2) 課題

● 今回の研修で、地域学校協働本部事業についての理解を深めることができた。ただ、南会津

地域には地域コーディネーターがいないので、良さを理解していただいた上で、地域コーディ

ネーターの設置についても町村に働きかけていきたい。

● 実施時期については、放課後子ども教室に影響の少ない夏休みに設定したが、参加者を増や

すために、さらに町村教育委員会と相談しながら検討していきたい。


